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黒い紙のような海
の り

苔は、おにぎりやお寿
す し

司などに、なくてはならない食
しょくざい

材のひとつです。
その原

げんりょう

料は海
かいそう

藻の「ノリ」。ノリってどんな生きものか、知っていますか？ おそらく多く
の人は生きているノリの姿

すがた

をほとんど想
そうぞう

像できないのではないでしょうか。この冊
さ っ し

子では、
日本人になじみ深

ぶか

い海
の り

苔の原
げんりょう

料となるノリという生きものについて、種
しゅるい

類を見分けるため
の特

とくちょう

徴、不
ふ し ぎ

思議な生活、日本で見られるノリの図
ず か ん

鑑などを通して、わかりやすく紹
しょうかい

介して
います。海の博

はくぶつかん

物館オリジナルの海
かいそう

藻キャラクター「藻
も

じゃ～ず」（裏
うら

表
びょうしさんしょう

紙参照）の一
いちいん

員、
ノリノリンが案

あんないやく

内役を務
つと

めます。
この冊

さ っ し

子で、ノリという生きものに対する興
きょうみ

味を深
ふか

めてもらい、ぜひ、実
じっさい

際に生えてい
るノリの観

かんさつ

察にも出かけみていただければ、大
たいへん

変嬉
うれ

しく思います。

はじめに …………………………………………………………………… ２
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は じ め に

ノリノリンが
案
あん

内
ない

します！
私はノリノリン！ 海

かいそう

藻をイメージしたなぞのモンスター「藻
も

じゃ～ず」の一
いちいん

員よ！ 

みんな、四
しかく

角く黒い「海
の り

苔」は食べたことがあるでしょう。それじゃ、その

原
げんりょう

料となる生きもの「ノリ」を見たことがある？ たぶん、多くの人は見たことな

いんじゃないかな～。そんなノリという生きものをたくさんの人に知ってもらおう

と思って、この本は作られたのよ！ ぜひノリについて、たくさん知ってくださいね

～！（ときどき、私のなかまも案
あんない

内を手
てつだ

伝いに来てくれるわよ♥）
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図 3　緑
りょく

藻
そう

ウスバアオノリ（左）　　

ノリってどんな生きもの？

海 藻 っ て ？
かい そう

1

紅
こう

藻
そう

トサカノリ（右）褐
かっ

藻
そう

ワカメ（中）

「海
かいそう

藻」は、「藻
そうるい

類」というグループのうち、海に生活するものを指
さ

すの。藻
そうるい

類は海の中だ
けでなく、淡

たんすい

水や土の上や空中など、ありとあらゆるところにすんでいるわ。そして体の大き
さや形は長さ数十メートルになる複

ふくざつ

雑な形のものから顕
けんびきょう

微鏡で見ないとわからない単
たんさいぼう

細胞の
ものまでいろいろ（図 1、2）、体の色もいろいろ、ご先

せ ん ぞ さ ま

祖様の違
ちが

う11もの大きなグループか
らなっている、ホントにいろいろな生きものたちの集

あつ

まりなのよ。
海にすむ藻

そうるい

類にもいろいろなグループがあるけど、ふつうは、私たちの目で見ることので
きる大きさの、緑

りょくそうるい

藻類、褐
かっそうるい

藻類、紅
こうそうるい

藻類の３つのグループを「海
かいそう

藻」と呼
よ

ぶのよ！（図 3）

「ノリ」ってどんな生きもの？ 海
かいそう

藻の一
いっしゅ

種？？ ここでは、ノリが含
ふく

まれ
る海

かいそう

藻がどのような生きもので、その中でノリがどのようななかまなのか
を簡

かんたん

単に解
かいせつ

説します！

図 2　小さな藻
そう

類
るい

、ケイ藻
そう

のなかまのリクモフォラ属
ぞく

の一
いっ

種
しゅ

図 1 大きな藻
そうるい

類、コンブのなかまの褐
かっそう

藻カジメ（高さ 2 m）

の海
かいちゅうりん

中林（千
ちばけんかつうらしおき

葉県勝浦市沖）

0.02 mm
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図 6　ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

こ れ が ノ リ よ ！

「名前に「～ノリ」と付く海
かいそう

藻」
藻
も

じゃ～ず まめ知
ち し き

識

図 5　褐
かっ

藻
そう

ハバノリ

「ノリ」は、紅
こうそうるい

藻類の中のウシケノリ目
もく

ウシケノリ科
か

とい
うグループに入っている葉

は

っぱのような形をした体（葉
ようじょうたい

状体）
を持つ種

しゅるい

類のこと。ノリの葉
ようじょうたい

状体（図 6）は厚
あつ

みが 0.01 ～
0.1 mm くらいしかなくて、とてもうすく、水の中ではフニャ
フニャしていて、手

て ざ わ

触りはちょっとヌルヌルしている感じだわ。
形や色は種

しゅるい

類によっていろいろ。体にはオスやメスの細
さいぼう

胞が
できるけど、そのでき方

かた

にもいろいろあるわ。ノリはどれも
葉
は

っぱみたいな体で同じように見えるけど、実
じつ

は世
せ か い

界で 150
くらいもの種

しゅるい

類が見つかっているのよ。

　わしはヒジキングじゃ。海
かいそう

藻の名前を「～ノリじゃ」と紹
しょうかい

介すると、

「ああ、これもノリのなかまなんですね～」と言われることが多いが、

実
じつ

はそうでないことも多いわい。日本では、古くから、小さくてヌ

ルヌルした海
かいそう

藻の多くが「～ノリ」と呼
よ

ばれておったのじゃ。それ

がそのまま今の海
かいそう

藻の名前になっとるぞい。焼きそばなぞにかけるアオノリ類
るい

は緑
りょくそうるい

藻類じゃ。千葉県で

お正月にお雑
ぞうに

煮に入れるので有
ゆうめい

名なハバノリ（図5）という海
かいそう

藻はワカメと同じ褐
かっそうるい

藻類じゃぞい。どち

らもノリとは大きく違
ちが

うのじゃ。「～ノリ」と付くもののうちかなり多くが、食用の黒いノリのなかまではな

いということを知っておいてほしいぞい！

図 4　乾
ほし

海
の り

苔を水に入れると

水が赤く染
そ

まる。

私たちが食べる四
し か く

角い海
の り

苔は黒い色をしているけど、ノリは赤っ
ぽい色をした「紅

こうそうるい

藻類」のなかまなのよ！ 乾
ほ し の り

海苔を水に入れてみ
ると、水が赤く染

そ

まるわ（図 4）。ノリの持つ赤い色
し き そ

素（フィコエリ
スリンなど）が溶

と

け出してきたの。このように紅
こうそうるい

藻類の体には赤い
色
し き そ

素があって、赤っぽい色をしているのよ。紅
こうそうるい

藻類には、他にも、
寒
かんてん

天やところてんの原
げんりょう

料になるテングサ類
るい

や、海
かいそう

藻サラダに使われ
るトサカノリなど、食用になる種

しゅるい

類があるわね。

こう そう るい

ノ リ は 赤 い な か ま の 紅 藻 類 ！

1枚
まい

の葉
は

っぱ

のような体が多い

先
せんたん

端

根
ねもと

元

形は種
しゅるい

類によって

さまざま

色も種
しゅるい

類によって

さまざま

オスやメスの

細
さいぼう

胞ができる

体は厚
あつ

さ0.01〜0.1 mm

くらいと、とてもうすい

5 cm

5 
cm
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「名前に「～ノリ」と付く海
かいそう

藻」

葉
よう

状
じょう

体
たい

のふ
・

ち
・

を顕
けん

微
び

鏡
きょう

で見ると、トゲのようなものがあるこ
とがあるの。これは「鋸

きょ

歯
し

」と呼
よ

ばれるもの。鋸
きょ

歯
し

がある種
しゅ

類
るい

とない種
しゅ

類
るい

があるわ。

葉
よう

状
じょう

体
たい

をカミソリなどで切って、その切っ
た面

めん

を見てみると、体を作っている細
さい

胞
ぼう

と呼
よ

ばれるものが 1 層
そう

に並
なら

んでいるか、2 層
そう

に並
なら

んでいるか、また細
さい

胞
ぼう

にある葉
よう

緑
りょく

体
たい

という色
のついたものが 1 細

さい

胞
ぼう

に 1 個
こ

あるか 2 個
こ

あ
るかで、3 タイプに分けられるわ。

　ボク、ワカメンだよ。ノリは昔
むかし

は体の特
とく

徴
ちょう

で「ポルフィラ属
ぞく

」っていうひとつのグループだとされてい

たんだけど、現
げん

在
ざい

では、「Ｄ
ディーエヌエー

ＮＡ」という、生きものが持つ設
せっ

計
けい

図
ず

にあたるもので、グループ分けをす

るようになったんだよ。そしたら、もともとのポルフィラ属
ぞく

は10以上もの属
ぞく

に分かれることがわかったん

だ。日本のノリも、ＤＮＡを調
しら

べたものは8つの属
ぞく

に分かれることがわかって、さらに、ＤＮＡで見ても

ポルフィラ属
ぞく

に入るものは日本にはないだろう、ということもわかってきたんだよ。葉
は

っぱみたいな簡
かん

単
たん

な形のノリは、実
じつ

はいろいろなグループからなっていたんだね！

「ノリ」にはいろいろなグループが
含
ふく

まれている！藻
も

じゃ～ず まめ知
ち し き

識

図 7　ノリの体を切ったところの特
とく

徴
ちょう

図 8　ノリの体のふちの特
とく

徴
ちょう

どれも同じに見えるノリだけど、顕
けんびきょう

微鏡を使
つか

っていくつかの特
とく

徴
ちょう

を観
かん

察
さつ

することで、種
しゅ

類
るい

を
見分けることができるわ。ここでは、そんな特

とく

徴
ちょう

を紹
しょう

介
かい

してみるわね！　これらだけでは見
分けることができない種

しゅ

類
るい

もあって難
むずか

しいけ
ど、ぜひ観

かん

察
さつ

に挑
ちょう

戦
せん

してみてね！

ノ リ を 見 分 け て み よ う ！

①体を切って、切り口を見よう！（図 7）

②体のふ
・

ち
・

を見てみよう！（図 8）

体は1層
そう

細
さいぼう

胞

1細
さいぼう

胞に葉
ようりょくたい

緑体が1個
こ

カミソリで切って

切り口を見ると

体は1層
そう

細
さいぼう

胞

1細
さいぼう

胞に葉
ようりょくたい

緑体が2個
こ

体は2層
そう

細
さいぼう

胞

1細
さいぼう

胞に葉
ようりょくたい

緑体が1個
こ

ふちに

トゲ（鋸
きょし

歯）なし

ふちに

トゲ（鋸
きょし

歯）あり

0.
05

 m
m
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図 10　胞
ほう

子
し

が分かれているところ

図 9　ノリのオス（精
せい

子
し

嚢
のう

）とメス（接
せつ

合
ごう

胞
ほう

子
し

嚢
のう

）のできかた

（左）1つの体にオスとメスが入
い

り交
ま

じってできる。種
しゅ

類
るい

によって、精
せい

子
し

嚢
のう

の斑
はん

が明
めい

確
かく

にできるものやできないものがある。

（中）1つの体にオスとメスがきれいに分かれてできる。（右）オスとメスが別
べつ

々
べつ

の体にできる。

オスの生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

（精
せい

子
し

）や受
じゅ

精
せい

した後にできる胞
ほう

子
し

（接
せつ

合
ごう

胞
ほう

子
し

）
が 1 細

さい

胞
ぼう

についていくつできるか
も、種

しゅ

類
るい

を分ける特
とく

徴
ちょう

になるわ。
ちょっと難

むずか

しいわね！

葉
よう

状
じょう

体
たい

の表
ひょう

面
めん

をよく見ると、白や赤っぽい色になっている部
ぶ

分
ぶん

があることがあるわ。そこ
を顕

けん

微
び

鏡
きょう

で見てみると、白っぽい部
ぶ

分
ぶん

はオスの生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

ができているところ（精
せい

子
し

嚢
のう

）、赤っ
ぽい部

ぶ

分
ぶん

はメスの生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

ができているところ（接
せつ

合
ごう

胞
ほう

子
し

嚢
のう

）であることが多いわ。ノリでは、
オスとメスが同じ体にできて（雌

し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

）、それが①ごちゃまぜになってできるものや、②左
右にきれいに分かれるもの、また、オスとメスが別の体にできるもの（雌

し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

）があるの。
複
ふく

雑
ざつ

ね！

④胞
ほう

子
し

ができているところを見てみよう！（図 10）

③体の表
ひょう

面
めん

を見てみよう！（図 9）

オス（精
せいしのう

子嚢）は白く

メス（接
せつごうほうしのう

合胞子嚢）は赤っぽくなる

雌
しゆうどうしゅ

雄同株①

（雌
しゆうぶぶん

雄部分が入
い

り交
ま

じる）

1個
こ

の受
じゅせいご

精後のメス

の細
さいぼう

胞がいくつかに分

かれるか

表
ひょうめん

面から 切ったところ 全
ぜんたいもしきず

体模式図

右の写
しゃしん

真の例
れい

では

a×b×c＝2×2×4＝16個
こ

aは2、bは2に、cは4に分かれる

雌
しゆうどうしゅ

雄同株②

（雌
しゆうぶぶん

雄部分が2つに分かれる）

雌
しゆう

雄異
いしゅ

株
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図 11　マドガイのからに入ったアサクサノリの糸
し

状
じょう

体
たい

図 12　アサクサノリの一
いっ

生
しょう

（生
せい

活
かつ

史
し

）

ノリは海の中でどんな生活を送っているのかしら？？　ここでは、ノリ
の意

い

外
がい

な生活と、それを上
じょう

手
ず

に利
り

用
よう

したノリの養
よう

殖
しょく

のことについて知って
もらおうかな！

ノリは江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から東
とう

京
きょう

湾
わん

などで養
よう

殖
しょく

されているんだけど、ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

が出てくるのは
寒
さむ

くなる冬なの！　そして、春にはなくなってしまうのよ。それじゃあ、暖
あたた

かい時
じ

期
き

はどうし
ているのかしら？　実

じつ

は、それは長い間謎
なぞ

だったの。1949 年に、イギリスのドリュー博
は か せ

士が
その謎

なぞ

を明らかにしたのよ！　ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

にはオスとメスができて、葉
よう

状
じょう

体
たい

の中で受
じゅ

精
せい

す
るの。そして受

じゅ

精
せい

した卵
らん

がいくつかに分かれて「接
せつ

合
ごう

胞
ほう

子
し

」という胞
ほう

子
し

になって、それが放
ほう

出
しゅつ

されるの。それが小さくて、糸
いと

みたいに細
ほそ

くてた
くさん枝

えだ

分
わ

かれする、まるでカビのような体「糸
し

状
じょう

体
たい

」（図 11）になることがわかったのよ！ しかも、
糸
し

状
じょう

体
たい

は、貝
かい

がらにトンネルのような穴
あな

をあけて
入り込

こ

んで、貝
かい

がらの中で成
せい

長
ちょう

して暮
く

らすという
とても不

ふ

思
し

議
ぎ

な生活をしていることがわかったの
よ！　世

せい

紀
き

の大
だい

発
はっ

見
けん

と言っても良いわ！

ノリの生活とノリの養
よう

殖
しょく

ノ リ の 生 活 史
せい かつ   し

0.1 mm

2

雌
しゆうせいしょくさいぼう

雄生殖細胞

（オスとメスができた部
ぶぶん

分）

接
せつごうほうし

合胞子

（果
か

胞
ほうし

子）

原
げんほうし

胞子（単
たん

胞
ほうし

子）

殻
かくほうし

胞子

幼
ようようじょうたい

葉状体（小さい葉
ようじょうたい

状体） 殻
かくほうし

胞子嚢
のう

（冬に生える）

（一
いちねんじゅう

年中生える）

葉
ようじょうたい

状体

糸
しじょうたい

状体

5 
cm

0.05 mm

7



図 13　千
ち

葉
ば

県
けん

木
き

更
さら

津
づ

市
し

でのノリのタネ付け

　陸
りく

上
じょう

の水
すい

槽
そう

に、糸
し

状
じょう

体
たい

が入ったカキのからを吊
つ

るし（左と中）、網
あみ

をまいた「水
すい

車
しゃ

」と呼
よ

ばれる枠
わく

をくるくる回
まわ

して、網
あみ

（赤い部
ぶ

分
ぶん

）にノリの胞
ほう

子
し

を付けます（右）。

冬に葉
よう

状
じょう

体
たい

が出てくる種
しゅ

類
るい

のノリの糸
し

状
じょう

体
たい

は、秋頃
ごろ

になると「殻
かく

胞
ほう

子
し

」という胞
ほう

子
し

が入った
殻
かく

胞
ほう

子
し

嚢
のう

を作って、そこから貝
かい

がらの外に殻
かく

胞
ほう

子
し

が放
ほう

出
しゅつ

されるの。殻
かく

胞
ほう

子
し

は岩
いわ

などのかたい
物
もの

にくっつくと発
はつ

芽
が

して、葉
よう

状
じょう

体
たい

に成
せい

長
ちょう

するのよ。こうして、また葉
よう

状
じょう

体
たい

に戻
もど

るわけ。
このような生きものの一

いっ

生
しょう

を「生
せい

活
かつ

史
し

」と言うんだけど、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から養
よう

殖
しょく

に利
り

用
よう

されて
きたアサクサノリという種

しゅ

類
るい

では、葉
よう

状
じょう

体
たい

が小さいときに、葉
よう

状
じょう

体
たい

を作っている細
さい

胞
ぼう

がポロ
ポロと外に出てきて、原

げん

胞
ほう

子
し

（単
たん

胞
ほう

子
し

）という胞
ほ う し

子になって、それが物
もの

に付くと再
ふたた

び葉
よう

状
じょう

体
たい

に成
せい

長
ちょう

する、という特
とく

徴
ちょう

も持っているわ（図 12）。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に始
はじ

まったノリの養
よう

殖
しょく

は、はじめは木、やがて竹、その後は網
あみ

でできた「ひび」
を海に立てて、自

し

然
ぜん

に葉
よう

状
じょう

体
たい

が付くのを待
ま

って採
と

るという方
ほう

法
ほう

（天
てん

然
ねん

採
さい

苗
びょう

）だったわ。これだと、
その年の天

てん

気
き

とかの影
えい

響
きょう

を強く受けて、採
と

れる量
りょう

がまちまちで、全
ぜん

然
ぜん

採
と

れない年もあったの。
でも、ノリの糸

し

状
じょう

体
たい

が発
はっ

見
けん

されて、それを水
すい

槽
そう

で飼
か

って（培
ばい

養
よう

して）おいて、養
よう

殖
しょく

に使用する
ことができるようになったのよ。

今では、良い海
の り

苔ができる品
ひん

種
しゅ

の糸
し

状
じょう

体
たい

を培
ばい

養
よう

しておいて、夏前くらいになるとカキの貝
かい

がらに糸
し

状
じょう

体
たい

をたくさん成
せい

長
ちょう

させたものを作り、それを使って 8 ～10 月頃
ごろ

に人
じん

工
こう

的
てき

に養
よう

殖
しょく

用の網
あみ

に殻
か く ほ う し

胞子を付けているの（タネ付け、図 13）。こうして、ノリを安
あん

定
てい

して網
あみ

に付けて、
養
よう

殖
しょく

できるようになったのよ。この方
ほう

法
ほう

を人
じん

工
こう

採
さい

苗
びょう

と呼
よ

ぶわ！
他にも、ノリの胞

ほう

子
し

を付けた網
あみ

を一
いち

時
じ

冷
れい

凍
とう

しておくことで、途
とちゅう

中で新たな網
あみ

を海に張
は

るこ
とができるようになったり、大きく成

せい

長
ちょう

するノリが見つかったりして、ノリの生
せい

産
さん

量
りょう

はとても
多くなったのよ！

せい かつ   し り   よう ようしょく

生 活 史 を 利 用 し た ノ リ 養 殖
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　ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

から四
し

角
かく

い海
の り

苔がどうやってできるか知ってるかい？　おいらアオサンが紹
しょう

介
かい

する

よ！　ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

は高
こう

速
そく

摘
てき

採
さい

船
せん

（図14左）などで刈
か

り取
と

られるんだ。刈
か

り取
と

られた葉
よう

状
じょう

体
たい

を

洗
あら

って、ノリ以外の混
ま

ざっているものがあれば取
と

り除
のぞ

いて、細
こま

かく切
き

り刻
きざ

んで、紙をすくように四
し

角
かく

くすいて、乾
かん

燥
そう

させるんだ。今は、ほとんど全ての作
さ

業
ぎょう

を機
き

械
かい

で行
おこな

っているんだって。四
し

角
かく

くすいて

から乾
かん

燥
そう

させるまでは全
ぜん

自
じ

動
どう

乾
ほし

海
の り

苔製
せい

造
ぞう

装
そう

置
ち

ってすんごい名前の機
き

械
かい

（図14右）で行
おこな

うんだって。

1時
じ

間
かん

に何
なん

と1万枚
まい

以上もの乾
ほし

海
の り

苔が製
せい

造
ぞう

できるってんだから、すんごいね～。乾
かん

燥
そう

させた海
の り

苔は、

ゴミが入っていないか機
き

械
かい

などでチェックして、折
お

り曲
ま

げたものを10枚
まい

ずつ束
たば

にして市
いち

場
ば

に出すんだよ。

ノリの葉
よう

状
じょう

体
たい

はいつでも見られるものではないのよ。本
ほん

州
しゅう

から沖
おき

縄
なわ

までだと、冬に生えて
くるものがほとんど。寒

さむ

い地
ち

方
ほう

では夏前くらいまで見られる所もあるけど、多くは 12 月頃
ごろ

から春
はる

先
さき

くらいまでしか観
かん

察
さつ

できないわ。寒
さむ

いのをちょっと我
が

慢
まん

して観
かん

察
さつ

してみてね！
でも、北

ほっ

海
かい

道
どう

だと、夏に葉
よう

状
じょう

体
たい

が生えてくる種
しゅ

類
るい

もあるの。寒
さむ

さを気にしない季
き

節
せつ

にノリ
が見られるなんて、冬のノリの養

よう

殖
しょく

の風
ふう

景
けい

を知っていると不
ふ

思
し

議
ぎ

な感じもするわね！

ノ リ が 生 え る 季 節

養
よう

殖
しょく

ノリから乾
ほし

海
の り

苔ができるまで
藻
も

じゃ～ず まめ知
ち し き

識

図 14　（左）高
こう

速
そく

摘
てき

採
さい

船
せん

　（右）全
ぜん

自
じ

動
どう

乾
ほし

海
の り

苔製
せい

造
ぞう

装
そう

置
ち

（ともに千
ち

葉
ば

県
けん

木
き

更
さら

津
づ

市
し

）

ノリは外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

の強く当たる岩
いわ

場
ば

や、海
かい

水
すい

と淡
たん

水
すい

が混
ま

じった汽
き

水
すい

と呼
よ

ばれる所など、いろいろな所にすんでいるわ。ここでは千
ち

葉
ば

県
けん

を例
れい

に、
どんな所にノリが生えているか紹

しょう

介
かい

するわ。ノリを観
かん

察
さつ

するときは、危
あぶ

な
いから必

かなら

ず大
お と な

人と一
いっ

緒
しょ

に行くのよ！　またノリは、漁
りょう

師
し

さんが採
さい

取
しゅ

してい
るもの。ほとんどの所では採

と

るのに許
きょ

可
か

が必
ひつ

要
よう

だから気をつけてね！

ノリを観
かん

察
さつ

してみよう3

き   せつ
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ここは千
ち

葉
ば

県
けん

勝
かつ

浦
うら

市
し

の海の博
はく

物
ぶつ

館
かん

前の海にある岩
いわ

場
ば

よ。ここには、潮
しお

が引いたときに干
ひ

上
あ

がる場
ば

所
しょ

（潮
ちょう

間
かん

帯
たい

）に 3 種
しゅ

類
るい

のノリが生えるわ。種
しゅ

類
るい

によって、生える高さが少し違
ちが

ったり
するのよ。特

とく

に波
なみ

がバシャバシャと強く当たる場
ば

所
しょ

にたくさん生えることが多いわ。

ここは千
ち

葉
ば

県
けん

の太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

。太
たい

平
へい

洋
よう

に注
そそ

ぐ一
いちの

宮
みや

川
がわ

の河
か

口
こう

に作られた人
じん

工
こう

の護
ご

岸
がん

よ。波
なみ

から
海
かい

岸
がん

を守
まも

るために消
しょう

波
は

ブロックを入れてあるわ。ここにたくさんのノリが付いているのよ。港
みなと

の中の斜
なな

めになった護
ご

岸
がん

（スロープ）にもよく生えていることがあるわね。ノリは天
てん

然
ねん

の岩
いわ

ばかりでなくて、人
じん

工
こう

のコンクリート護
ご

岸
がん

にも付くのね。

岩 場 で 探 す

人 工 の コ ン ク リ ー ト 護 岸 で 探 す

図 15　波
なみ

の打
う

ち寄
よ

せる千
ち

葉
ば

県
けん

勝
かつ

浦
うら

市
し

の岩
いわ

場
ば

（左）と生えているマルバアマノリ（右、黒っぽい部
ぶ

分
ぶん

）

図 16　千
ち

葉
ば

県
けん

太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の一
いちの

宮
みや

川
がわ

の河
か

口
こう

の人
じん

工
こう

護
ご

岸
がん

（左）と生えているセンジュアマノリ（右、黒っぽい部
ぶ

分
ぶん

）

いわ   ば

じんこう

さが

ご   がん さが

（図 15）

（図 16）
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（図 16）

ここは東
とう

京
きょう

湾
わん

の奥
おく

、千
ち

葉
ば

市
し

にある千
ち

葉
ば

ポートパークの人
じん

工
こう

の砂
すな

浜
はま

よ。潮
しお

が引くと少し干
ひ

潟
がた

も現
あらわ

れるわ。ここの砂
すな

浜
はま

には、潮
しお

が引いても干
ひ

上
あ

がらない場
ば

所
しょ

（潮
ちょう

下
か

帯
たい

）に生えるノリが打
う

ち上がることがあるのよ。ちょっと深
ふか

い所に生えているノリを探
さが

すには打
う

ち上がったものを
探
さが

すと良いわね。

ここは、千
ち

葉
ば

県
けん

太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の一
いちの

宮
みや

川
がわ

の河
か

口
こう

付
ふ

近
きん

にできた干
ひ

潟
がた

。種
しゅ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

のヨシの原
はら

があって、
水は汽

き

水
すい

と呼
よ

ばれる海
かい

水
すい

と淡
たん

水
すい

が混
ま

じった塩
しお

気
け

の少ない水よ！　ここには、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から養
よう

殖
しょく

に使われていたけれど、今では絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

となってしまったアサクサノリが生えているの。
ヨシの茎

くき

に付くことが多いけれど、流
なが

れてきた木とか、捨
す

てられた釣
つ

り糸
いと

とかにも良く付くわ。
石やカキのからなどがあればそこに付くこともあるわね。

砂 浜 で 探 す

河 口 の 干 潟 で 探 す

図 17　千
ち

葉
ば

市
し

千
ち

葉
ば

ポートパークの人
じん

工
こう

の砂
すな

浜
はま

（左）と打
う

ち上がったカイガラアマノリ（右、赤いもの）

図 18　千
ち

葉
ば

県
けん

太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の一
いちの

宮
みや

川
がわ

河
か

口
こう

の干
ひ

潟
がた

にあるヨシ原
はら

（左）とヨシの茎
くき

に生えるアサクサノリ（右、矢
や

印
じるし

）

すな はま

か   こう ひ   がた

さが

さが

（図 17）

（図 18）
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ノリにも絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されるほど少なくなってしまっている種
しゅ

類
るい

がある
の。アサクサノリもそのひとつ。ここでは、日本で絶

ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されている
ノリについて、アサクサノリを中

ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

するわ！

人
にん

間
げん

の活
かつ

動
どう

による環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

などによって、多くの生きものが減
へ

ったり、暮
く

らしづらくなっ
てきていて、今では絶

ぜつ

滅
めつ

のおそれのある生きものがたくさんいることが知られているわ。日
本でもそのような生きものがたくさんいるとされているけど、その中には海

かい

藻
そう

のなかまも含
ふく

まれているの。そして、ノリにもそのような種
しゅ

類
るい

が知られていて、現
げん

在
ざい

、環
かん

境
きょう

省
しょう

によって、3
種
しゅ

類
るい

のノリが「絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ
いち

類
るい

」と言って絶
ぜつ

滅
めつ

する可
か

能
のう

性
せい

が高いノリと判
はん

断
だん

されているのよ。そ
の中には江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

から養
よう

殖
しょく

されてきた有
ゆう

名
めい

なアサクサノリも含
ふく

まれているわ。
アサクサノリは川の河

か

口
こう

付
ふ

近
きん

にできる「干
ひ

潟
がた

」と呼
よ

ばれる、底
そこ

が砂
すな

や泥
どろ

で、潮
しお

が引くと平
ひら

た
い陸

りく

地
ち

になる所に住んでいるの。そこは海
かい

水
すい

と淡
たん

水
すい

が混
ま

じった、汽
き

水
すい

と呼
よ

ばれる水の場
ば

所
しょ

よ。
人
にん

間
げん

が住むのに都
つ

合
ごう

の良い海に近い平
へい

野
や

にたくさんあった場
ば

所
しょ

で、そこに立てた木や竹など
にノリがたくさん付くことが知られていたから、江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

から養
よう

殖
しょく

が行
おこな

われていたのね。
ところが、人がたくさん住んでいる平

へい

野
や

の沖
おき

に広がる干
ひ

潟
がた

は、埋
うめ

立
たて

や干
かん

拓
たく

などが進
すす

んで、
人
にん

間
げん

が利
り

用
よう

するための陸
りく

地
ち

になっていってしまっ
たわ。その結

けっ

果
か

、干
ひ

潟
がた

にすむ多くの生きものは、
住む場

ば

所
しょ

を追
お

われていったの。
アサクサノリもそんな生きもののひとつ。昔

むかし

は全
ぜん

国
こく

で養
よう

殖
しょく

されていたけれど、1950 年
ねん

代
だい

くらいから
スサビノリという別

べつ

の種
しゅ

類
るい

のノリを養
よう

殖
しょく

するように
なってからは、急

きゅう

速
そく

に見かけなくなったそうよ。も
ともと生えている干

ひ

潟
がた

がなくなった上に、養
よう

殖
しょく

にも
使
し

用
よう

されなくなって減
へ

ってしまったの・・。1990
年
ねん

代
だい

には、生えている場
ば

所
しょ

が全
ぜん

国
こく

で 4 ヶ
か

所
しょ

しかわ
からなかったときもあったわ。その後、1997 年に
絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

とされたことで、どこに生えているかを
調
しら

べる調
ちょう

査
さ

が本
ほん

格
かく

的
てき

に始
はじ

まって、これまでに生えて

絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれのあるノリ

絶 滅 危 惧 種 ア サ ク サ ノ リ
ぜつ  めつ   き    ぐ   しゅ

4

図 19　アサクサノリが見つかった場
ば

所
しょ

（●）

（図 18）

北
ほっかいどう

海道

本
ほんしゅう

州

四
しこく

国
九
きゅうしゅう

州

日
にほんかい

本海

太
たいへいよう

平洋
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　ボクはオオバモクン。もじゃもじゃしてるんだな～。1998年頃
ごろ

には、東
とう

京
きょう

湾
わん

ではアサクサノリは絶
ぜつ

滅
めつ

したと考えられていたんだ～。でも、2004年に東
とう

京
きょう

と神
か

奈
な

川
がわ

の境
さかい

を流
なが

れて東
とう

京
きょう

湾
わん

に注
そそ

ぐ多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

の干
ひ

潟
がた

に広がる種
しゅ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

のヨシの原
はら

でアサクサノリが再
さい

発
はっ

見
けん

されたんだよ（図20）。水がとても汚
きたな

かった時
じ

代
だい

を、細
ほそ

々
ぼそ

と生き延
の

びてきたんだな～。その後、東
とう

京
きょう

と千
ち

葉
ば

の境
さかい

を流
なが

れる旧
きゅう

江
え

戸
ど

川
がわ

の河
か

口
こう

でも見つかったんだ～。よく探
さが

せばまだ他にも生えている場
ば

所
しょ

があるかもね～。

　多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

は、全
ぜん

国
こく

的
てき

に見ても、アサクサノリが生えている範
はん

囲
い

が広く、量
りょう

も多くて、アサクサノリ

が住んでいる場
ば

所
しょ

としてはとても良い所だとわかったんだな～。今は、国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

によって、生きもの

たちが暮
く

らす貴
き

重
ちょう

な場
ば

所
しょ

としてその環
かん

境
きょう

を保
ほ

全
ぜん

する地
ち

域
いき

にもなっているんだよ～。

　でも、2019年10月に首
しゅ

都
と

圏
けん

を通
とお

り過
す

ぎた台
たい

風
ふう

19号
ごう

による大
おお

雨
あめ

で多
た

摩
ま

川
がわ

は氾
はん

濫
らん

して、アサクサノリが生えている場
ば

所
しょ

も干
ひ

潟
がた

の地
ち

形
けい

が変ってしまうほ

どの大
だい

打
だ

撃
げき

を受けたんだ～。そして、2020年2月の調
ちょう

査
さ

では、アサクサノリ

はほんのわずかしか見つからなかったんだよ～（図21）。今は少し増
ふ

えてきて

いるけど、それでも少ない状
じょう

態
たい

が続
つづ

いているんだ。今
こん

後
ご

も、アサクサノリがな

くなってしまわないように、見
み

守
まも

っていくんだな～。

東
とう

京
きょう

湾
わん

のアサクサノリ
藻
も

じゃ～ず まめ知
ち し き

識

いる場
ば

所
しょ

がおよそ 50 ヶ
か

所
しょ

見つかったわ（図 19）。でも、どこも生えている範
はん

囲
い

は狭
せま

くて、生
えている量

りょう

も少ない。それに、人
にん

間
げん

による工
こう

事
じ

などが行
おこな

われる可
か

能
のう

性
せい

が高い場
ば

所
しょ

も多いの。
暑
あつ

さに弱
よわ

い海
かい

藻
そう

にとっては、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

などの環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

も心
しん

配
ぱい

だし、生えている場
ば

所
しょ

がた
くさんわかってきても、まだまだ油

ゆ

断
だん

大
たい

敵
てき

だわ。絶
ぜつ

滅
めつ

を防
ふせ

ぐための調
ちょう

査
さ

や対
たい

策
さく

が必
ひつ

要
よう

なの。

図 20　ヨシ原
はら

の広がる東
とう

京
きょう

湾
わん

多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

干
ひ

潟
かた

（対
たい

岸
がん

は東
とう

京
きょう

国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

）（左）とヨシの茎
くき

に生えるアサクサノリ（右）

図 21　2020 年 2 月 11 日の多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

のアサクサノリ
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ぞく

アサクサノリの他にも環
かん

境
きょう

省
しょう

によってカイガラアマノリ（図 22）
とマルバアサクサノリの 2 種

しゅ

類
るい

が絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ
いち

類
るい

と判
はん

定
てい

されている
わ。どちらも内

ない

湾
わん

の干
ひ

潟
がた

やその少し沖
おき

などにすんでいるノリよ。
これらは、アサクサノリよりも見つかっている場

ば

所
しょ

も生えている
量
りょう

も少ないわ。要
よう

注
ちゅう

意
い

ね。また、コスジノリという種
しゅ

類
るい

はすでに
絶
ぜつ

滅
めつ

してしまったとされているわ。他にも、少なくなってきてい
ると思われる種

しゅ

類
るい

がいくつかあるの。アサクサノリ同
どう

様
よう

、調
ちょう

査
さ

を
して、絶

ぜつ

滅
めつ

しないように対
たい

策
さく

を進
すす

める必
ひつ

要
よう

があるわね。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は笹
ささ

の葉
は

状
じょう

のものが多く、薄
うす

い茶
ちゃ

色
いろ

ややや緑
みどり

色
いろ

がかった茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は不
ふ

規
き

則
そく

な形や大きさ。原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ普

ふ

通
つう

30 cm、ときに 50 cm くらいまで、幅
はば

 10cm くら
いまで。

【分
ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

南
なん

部
ぶ

から九
きゅう

州
しゅう

（近
きん

年
ねん

、日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

では未
み

確
かく

認
にん

）。千
ち

葉
ば

県
けん

では、
東
とう

京
きょう

湾
わん

側
がわ

の旧
きゅう

江
え

戸
ど

川
がわ

（浦
うら

安
やす

市
し

）、九
く

十
じゅう

九
く

里
り

浜
はま

の一
いちの

宮
みや

川
がわ

（長
ちょう

生
せい

村
そん

）と南
な

白
ば

亀
き

川
がわ

（白
しら

子
こ

町
まち

）の３河
か せ ん

川の河
か

口
こう

付
ふ

近
きん

で見つかっている。

●特
とく

徴
ちょう

の説
せつ

明
めい

については、次
つぎ

の図を参
さん

照
しょう

してください

　　・属
ぞく

ごとの体の特
とく

徴
ちょう

は図 7（P. 5）　　　　・体のふちの鋸
きょ

歯
し

は図 8（P. 5）　　

　　・雌
し

雄
ゆう

生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

のできかたは図 9（P. 6）　・生
せい

活
かつ

史
し

については図 12（P. 7）

●説
せつ

明
めい

文
ぶん

のない写
しゃ

真
しん

は押
お

し葉
ば

標
ひょう

本
ほん

の写
しゃ

真
しん

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

そ の 他 の 絶 滅 危 惧 種 の ノ リ

アマノリ属

アサクサノリ Neopyropia tenera

図 22　絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

カイガラアマノリ

（広
ひろ

島
しま

県
けん

）

ぜつ  めつ   き    ぐ   しゅ

日本には、現
げん

在
ざい

、31 種
しゅ

類
るい

ほどのノリが生えていると言われているの。
その標

ひょう

本
ほん

の色だけを見ても、いろいろよ。そんな日本のノリを紹
しょう

介
かい

します！

日本のノリ図
ず

鑑
かん

5

Neopyropia
5 

cm
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●特
とく

徴
ちょう

の説
せつ

明
めい

については、次
つぎ

の図を参
さん

照
しょう

してください

　　・属
ぞく

ごとの体の特
とく

徴
ちょう

は図 7（P. 5）　　　　・体のふちの鋸
きょ

歯
し

は図 8（P. 5）　　

　　・雌
し

雄
ゆう

生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

のできかたは図 9（P. 6）　・生
せい

活
かつ

史
し

については図 12（P. 7）

●説
せつ

明
めい

文
ぶん

のない写
しゃ

真
しん

は押
お

し葉
ば

標
ひょう

本
ほん

の写
しゃ

真
しん

5 
cm

【生
せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】主
おも

に川の河
か

口
こう

付
ふ

近
きん

にできる干
ひ

潟
がた

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

から中
ちゅう

部
ぶ

で、干
ひ

潟
がた

に生えるヨシ
の根

ね

元
もと

付
ふ

近
きん

の茎
くき

、流
りゅう

木
ぼく

などの木、岩
いわ

、石、カキのから、捨
す

てられた釣
つ

り糸
いと

などに付き、冬から
春
はるさき

先にかけて見られる。生
せい

育
いく

場
ば

所
しょ

の干
かん

潮
ちょう

時
じ

の水の塩
えん

分
ぶん

は 1 ～2.7% 程
てい

度
ど

。
【その他】環

かん

境
きょう

省
しょう

では絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ
いち

類
るい

、千
ち

葉
ば

県
けん

では最
さい

重
じゅう

要
よう

保
ほ

護
ご

生
せい

物
ぶつ

とされている。

左：干
ひ

潟
かた

のヨシの茎
くき

に生える。多
た

摩
ま

川
がわ

河
か

口
こう

。右：流
りゅう

木
ぼく

に生える。熊
くま

本
もと

県
けん

。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は笹
ささ

の葉
は

状
じょう

やだ円
えん

形
けい

で、赤みが強く、紅
べに

色
いろ

や赤みがかっ
た茶

ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。
精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に入るものが多い。原
げん

胞
ほう

子
し

はごくまれにしかない。
【大きさ】長さ 70 cm、幅

はば

15 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

から北
ほっ

海
かい

道
どう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した場
ば

所
しょ

の潮
ちょう

下
か

帯
たい

で、岩
いわ

などに付く。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は卵
らん

形
けい

からだ円
えん

形
けい

で、赤みが強く、紅
べに

色
いろ

や赤みが
かった茶

ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に入るものが多い。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 40 cm、幅

はば

20 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

南
なん

部
ぶ

（噴
ふん

火
か

湾
わん

や日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

）。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

下
か

帯
たい

。必
かなら

ず褐
かっ

藻
そう

ツルモやホソツルモの体に
付く。

ウタスツノリ 

カヤベノリ 

Neopyropia kinositae

Neopyropia moriensis

5 
cm
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5 
cm

【特
とく

　徴
ちょう

】体は笹
ささ

の葉
は

状
じょう

のものが多く、根
ね

元
もと

に短
みじか

い柄
え

があることが多い。赤みが強く、だいだい
色や紅

べに

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

ははっきりし
ない。糸

し

状
じょう

体
たい

に殻
かく

胞
ほう

子
し

嚢
のう

ができず、葉
よう

状
じょう

体
たい

は糸
し

状
じょう

体
たい

から直
ちょく

接
せつ

出る。そのため、葉
よう

状
じょう

体
たい

は死んだ
貝
かい

がらに付いている。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 60 cm、幅

はば

10 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】東
とう

京
きょう

湾
わん

、伊
い

勢
せ

湾
わん

、大
おお

阪
さか

湾
わん

、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

。千
ち

葉
ば

県
けん

では、東
とう

京
きょう

湾
わん

奥
おく

の三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

周
しゅうへん

辺、谷
や

津
つ

干
ひ

潟
がた

（習
なら

志
し

野
の

市
し

）、千
ち

葉
ば

ポートパーク（千
ち

葉
ば

市
し

）で見つかっている。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】内
ない

湾
わん

の干
ひ

潟
がた

やその沖
おき

の砂
さ

泥
でい

地
ち

の潮
ちょう

下
か

帯
たい

。
【その他】環

かん

境
きょう

省
しょう

により絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ
いち

類
るい

、千
ち

葉
ば

県
けん

では最
さい

重
じゅう

要
よう

保
ほ ご

護生
せいぶつ

物とされている。

コンクリート護
ご

岸
がん

に生える。宮
みや

城
ぎ

県
けん

。

死
し

んだアサリの貝
かい

がらに生える。

千
ち

葉
ば

県
けん

浦
うら

安
やす

沖
おき

の三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

。（撮影：島村）

【特
とく

　徴
ちょう

】体は笹
ささ

の葉
は

状
じょう

から円
えん

形
けい

、黒みややや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

で、根
ね

元
もと

付
ふ

近
きん

は緑
みどり

色
いろ

がかる。ふ
ちに鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に入るものが多い。ア
サクサノリと似

に

た生
せい

活
かつ

史
し

を持つ。
【大きさ】長さ 50 cm、幅

はば

20 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】自
し

然
ぜん

分
ぶん

布
ぷ

は、太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

は千
ち

葉
ば

県
けん

太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

から北、北
ほっ

海
かい

道
どう

、日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

。養
よう

殖
しょく

によ
り全

ぜん

国
こく

のノリ養
よう

殖
しょく

場
じょう

周
しゅう

辺
へん

などでも見られる。千
ち

葉
ば

県
けん

では太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

のいすみ以
い

北
ほく

と東
とう

京
きょう

湾
わん

側
がわ

（養
よう

殖
しょく

による）で見られる。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】自
し

然
ぜん

には外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

で、潮
ちょう

間
かん

帯
たい

の中
ちゅう

部
ぶ

から下
か

部
ぶ

の岩
いわ

やコンクリート護
ご

岸
がん

、他の海
かい

藻
そう

などに生える。
【その他】1950 年

ねん

代
だい

半
なか

ばから養
よう

殖
しょく

対
たい

象
しょう

として全
ぜん

国
こく

で使
し

用
よう

され、現
げん

在
ざい

養
よう

殖
しょく

されているノリのほとんどは、本
ほん

種
しゅ

の品
ひん

種
しゅ

ナラワスサビノリとされる。

カイガラアマノリ

スサビノリ

Neopyropia tenuipedalis

Neopyropia yezoensis

5 
cm
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　ボク、カジメンだよ。みんなが食べている四
し

角
かく

い海
の り

苔は、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で養殖されているんだけど、現
げん

在
ざい

日本で養
よう

殖
しょく

されているノ

リのほとんどは、スサビノリの品
ひん

種
しゅ

ナラワスサビノリ Neopyropia 

yezoensis f. narawaensis なんだよ。ナラワスサビノリは長さ

1 mにもなるとても長く伸
の

びるノリなんだ。東
とう

京
きょう

湾
わん

に面
めん

した現
げん

在
ざい

の

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

奈
な

良
ら

輪
わ

のノリ養
よう

殖
しょく

場
じょう

で見つかったから「ナラワス

サビノリ」。漁
りょう

師
し

さんが見つけて何
なん

年
ねん

も大
だい

事
じ

に育
そだ

てて、全
ぜん

国
こく

で養
よう

殖
しょく

に使われるようになったんだ。黒くておいしい海
の り

苔ができるノリ

なんだよ。でも、ナラワスサビノリが見つかった袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

は、埋
うめ

立
たて

などで今はノリ養
よう

殖
しょく

はしなくなってしまったんだ。ちょっと寂
さび

しいけ

ど、奈
な

良
ら

輪
わ

のノリ養
よう

殖
しょく

の歴
れき

史
し

は、ナラワスサビノリの名前で伝
つた

えら

れているんだね。

ナラワスサビノリを知っていますか？
藻
も

じゃ～ず まめ知
ち し き

識

ナラワスサビノリ

5 
cm

【特
とく

　徴
ちょう

】体は卵
らん

形
けい

や幅
はば

広
ひろ

でやや先
さき

がとがる形で、やや赤みま
たは黒みのある茶

ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

部
ぶ

分
ぶん

は２つに分かれる。生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】長さ 30 cm、幅

はば

15 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

を除
のぞ

く日本各
かく

地
ち

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】河
か

口
こう

付
ふ

近
きん

の干
ひ

潟
がた

。必
かなら

ず紅
こう

藻
そう

ウツロムカデやオ
ゴノリに付く。

【その他】環
かん

境
きょう

省
しょう

により準
じゅん

絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

とされている。
中
ちゅう

国
ごく

の青
ちん

島
たお

で発
はっ

見
けん

された変
へん

種
しゅ

アツバソメワケアマ
ノ リ Neopyropia katadae var. hemiphylla 
が日本各

かく

地
ち

にも見られることがわかった。千
ち

葉
ば

県
けん

では谷
や

津
つ

干
ひ

潟
がた

でアツバソメワケアマノリが見つ
かっている。アツバソメワケアマノリは干

ひ

潟
がた

以
い

外
がい

にも見られ、他の海
かい

藻
そう

の他、石などにも付くこと
が知られている。

ソメワケアマノリ Neopyropia katadae

5 
cm

オゴノリに生える。宮
みや

城
ぎ

県
けん

。
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【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

から腎
じん

臓
ぞう

形
けい

、やや黒みや赤みのあ
る茶

ちゃ

色
いろ

で、根
ね

元
もと

付
ふ

近
きん

はやや緑
みどり

色
いろ

がかる。ふちはまく
れることが多く、鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どうしゅ

株で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に入るものが多い。
生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 6 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

から中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

くらいの太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

。千
ち

葉
ば

県
けん

では館
たて

山
やま

からいすみあたりまでで見られる。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

。褐
かっ

藻
そう

イ
シゲや紅

こう

藻
そう

イボツノマタなどに付く。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

や腎
じん

臓
ぞう

形
けい

で縦
たて

に裂
さ

け目
め

が入りやす
い。やや赤みのある茶

ちゃ

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

か不
ふ

定
てい

形
けい

。原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ 10 cm、幅

はば

15 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

、九
きゅう

州
しゅう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】内
ない

湾
わん

の河
か

口
こう

干
ひ

潟
がた

やその周
しゅう

辺
へん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

で、岩
いわ

などに付く。
【その他】環

かん

境
きょう

省
しょう

により絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ
いち

類
るい

とされている。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は長
ちょう

円
えん

形
けい

から逆
ぎゃく

三
さん

角
かく

形
けい

や腎
じん

臓
ぞう

形
けい

で、やや
赤みや黄

き

色
いろ

みのある茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に
入るものが多く、精

せい

子
し

の放
ほう

出
しゅつ

に伴
ともな

い、縦
たて

に裂
さ

け目
め

が
入る。原

げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 5 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

周
しゅう

辺
へん

と九
きゅう

州
しゅう

。千
ち

葉
ば

県
けん

では館
たて

山
やま

からいすみあたりまでで見られる。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

中
ちゅう

部
ぶ

で、岩
いわ

や他の海
かい

藻
そう

に付く。

ベンテンアマノリ 

マルバアサクサノリ 

ヤブレアマノリ

Neopyropia ishigecola

Neopyropia kuniedae

Neopyropia lacerata
5 

cm
5 

cm
5 

cm

イシゲに生える（矢
や

印
じるし

）。千
ち

葉
ば

県
けん

勝
かつ

浦
うら

市
し

。
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ぞく

ぞく

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

からだ円
えん

形
けい

や長
ちょう

だ円
えん

形
けい

で、裂
さ

けたよ
うになることがある。赤みの強いだいだい色やピンク
色。ふちに鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り
交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

ははっきりしない。葉
よう

状
じょう

体
たい

では原
げん

胞
ほう

子
し

の他に、中
ちゅう

性
せい

胞
ほう

子
し

などを作る。
【大きさ】長さ 25 cm、幅

はば

13 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

、静
しず

岡
おか

県
けん

、大
おお

阪
さか

府
ふ

、長
なが

崎
さき

県
けん

で見つかっ
ている。

【生
せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に近い湾
わん

の出口近くなどの潮
ちょう

下
か

帯
たい

。岩
いわ

や貝
かい

がらなどに付く。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

から腎
じん

臓
ぞう

形
けい

で、緑
みどり

みの濃
こ

い茶
ちゃ

色
いろ

や茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り
交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は四
し

角
かく

く、市
いち

松
まつ

模
も

様
よう

のように見える。
原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 25 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

、九
きゅう

州
しゅう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】内
ない

湾
わん

の干
ひ

潟
がた

から外
そと

海
うみ

近くの岩
いわ

場
ば

などの
潮
ちょう

間
かん

帯
たい

。岩
いわ

や石、コンクリート護
ご

岸
がん

などに付く。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

アカネグモノリ属

オニアマノリ属 

Neomiuraea

Neoporphyra

Neomiuraea migitae

Neoporphyra seriata

アカネグモノリ

イチマツノリ
5 

cm
5 

cm

貝
かい

がらに生える。大
おお

阪
さか

湾
わん

。（撮影：新井）

コンクリート護
ご

岸
がん

に生える。熊
くま

本
もと

県
けん

。

正基準標本：北海道大学大学院理学研究院所蔵
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【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

く、やや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

で、ときに上
じょう

下
げ

に雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

が分かれ
てできる雌

し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

個
こ

体
たい

がある。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 40 cm、幅

はば

10 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっかいどう

海道南
なん

部
ぶ

、本
ほんしゅう

州太
たいへいようえんがん

平洋沿岸中
ちゅう

・南
なん

部
ぶ

、日
に

本
ほん

海
かいえんがん

沿岸、九
きゅうしゅう

州。千
ち

葉
ば

県
けん

では館
たて

山
やま

から勝
かつ

浦
うら

まで見られる。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

当たりの強い海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

で、岩
いわ

やコンクリート護
ご

岸
がん

などに付く。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

く、付
ふ

着
ちゃく

器
き

の細
さい

胞
ぼう

から最
さい

大
だい

10 枚
まい

く
らいまでの葉

よう

状
じょう

部
ぶ

を出すことが多い。やや赤みのある
茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】各

かく

葉
は

の長さ 25 cm、幅
はば

10 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】千
ち

葉
ば

県
けん

太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

の勝
かつ

浦
うら

から銚
ちょう

子
し

までと山
やま

口
ぐち

県
けん

下
しもの

関
せき

で見つかっている。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

中
ちゅう

部
ぶ

。岩
いわ

や
コンクリート護

ご

岸
がん

に付く。
【その他】付

ふ

着
ちゃく

器
き

の細
さい

胞
ぼう

から新
あら

たな葉
よう

状
じょう

部
ぶ

が出る特
とく

徴
ちょう

は、
世
せ

界
かい

でこの種
しゅ

類
るい

のみに知られている。細
ほそ

長
なが

い葉
は

1 枚
まい

の
みの体も普

ふ

通
つう

に見られる。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

く、やや赤みや黒みのあるまたはグレーがかった
茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

で、ときに上
じょう

下
げ

に雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

が
分かれてできる雌

し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

個
こ

体
たい

がある。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 20 cm、幅

はば

5 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】日本では伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

のみに知られている。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

当たりの強い岩
いわ

場
ば

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

。

Neoporphyra dentata

Neoporphyra kitoi

Neoporphyra haitanensis

オニアマノリ

センジュアマノリ

ハイタンアマノリ

5 
cm

5 
cm

コンクリート護
ご

岸
がん

に生える。千
ち

葉
ば

県
けん

いすみ市
し

。

伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

式
しき

根
ね

島
じま

産
さん

の生
なま

の葉
よう

状
じょう

体
たい

（撮影：二羽、 Sano ほか (2021)* を改
かい

変
へん

）

*Sano, F. et al. (2021) First record of Neoporphyra haitanensis (T.J.Chang & B.F.Zheng) J.Brodie & L.-E.Yang (Bangiales, Rhodophyta) 

from Shikinejima Island and Hachijojima Island of the Izu Islands, southern central Japan. Phycol. Res. 69: 258-265.

岩
いわ

に生える。千
ち

葉
ば

県
けん

南
みなみ

房
ぼう

総
そう

市
し

。

5 
cm
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ぞく

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

く、しばしば根
ね

元
もと

から裂
さ

けたように多
た

数
すう

の
葉
は

を出す。やや緑
みどり

がかった赤みのある、または黄
き

色
いろ

みのある
茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。
原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ 17 cm、幅

はば

7 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】本
ほん

州
しゅう

日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

南
なん

部
ぶ

、九
きゅう

州
しゅう

西
せい

岸
がん

、種
たね

子
が

島
しま

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

当たりの強い岩
いわ

場
ば

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

やその上の飛
ひ

沫
まつ

帯
たい

（波
なみ

しぶきが
飛
と

んでくる高さ）。一
いち

年
ねん

中
じゅう

見られる。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

いものから円
えん

形
けい

や腎
じん

臓
ぞう

形
けい

、根
ね

元
もと

から裂
さ

けたように
数
すう

枚
まい

の葉
は

を出したり、塊
かたまり

状
じょう

になることもある。茶
ちゃ

色
いろ

からやや黄
き

色
いろ

や緑
みどり

がかった茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。
原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 10cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】本
ほん

州
しゅう

太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

南
なん

部
ぶ

、本
ほん

州
しゅう

日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

南
なん

部
ぶ

、九
きゅう

州
しゅう

、南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

当たりの強い海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

から飛
ひ

沫
まつ

帯
たい

の岩
いわ

やコンクリート
護
ご

岸
がん

。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

や腎
じん

臓
ぞう

形
けい

のものが多い。やや赤みや黒みの
ある茶

ちゃ

色
いろ

。ふちはまくれることが多く、鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で
雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は不
ふ

定
てい

形
けい

。原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 10 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

南
なん

部
ぶ

から南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

。千
ち

葉
ば

県
けん

では東
とう

京
きょう

湾
わん

奥
おく

を
除
のぞ

き広く見られる。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

から内
ない

湾
わん

の河
か

口
こう

付
ふ

近
きん

まで
様
さま

々
ざま

な所の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

。岩
いわ

、コンクリート護
ご

岸
がん

、他の海
かい

藻
そう

な
どに付く。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

ミナミアマノリ属 Phycocalidia

Phycocalidia tanegashimensis

Phycocalidia acanthophora

Phycocalidia suborbiculata

タネガシマアマノリ

ツクシアマノリ

マルバアマノリ

5 
cm

5 
cm

5 
cm

岩
いわ

に生える。千
ち

葉
ば

県
けん

銚
ちょう

子
し

市
し

。

北海道大学大学院理学研究院所蔵
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ぞく

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

や腎
じん

臓
ぞう

形
けい

で、やや赤みのある
茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】長さ 16 cm、幅

はば

12 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほん

州
しゅう

日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

北
ほく

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

の岩
いわ

場
ば

。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

く、やや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

、とき
に上

じょう

下
げ

に雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

が分かれてできる雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

個
こ

体
たい

がある。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】 長さ 40 cm、幅

はば

5 cm くらいま
で。

【分
ぶん

　布
ぷ

】太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

は千
ち

葉
ば

県
けん

銚
ちょう

子
し

付
ふ

近
きん

か
ら北、北

ほっ

海
かい

道
どう

、日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

。千
ち

葉
ば

県
けん

では
銚
ちょう

子
し

で見つかっている。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した波
なみ

当たりの
強い海

かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

で、岩
いわ

やコンクリー
ト護

ご

岸
がん

に付く。
【その他】日

に

本
ほん

海
かい

側
がわ

で冬に採
さい

取
しゅ

される「岩
いわ

海
の

苔
り

」として名
な

高
だか

い。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

ウップルイノリ属 Pyropia

Pyropia crassaアツバアマノリ

ウップルイノリ

5 
cm

日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

で冬に行
おこな

われる岩
いわ

海
の

苔
り

とりでは、

主
おも

にウップルイノリが採
さい

取
しゅ

される。

山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

市
し

。（撮影：本間）

岩
いわ

に生える。千
ち

葉
ば

県
けん

銚
ちょう

子
し

市
し

。

5 
cm

正基準標本：東京海洋大学所蔵

Pyropia pseudolinearis
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ぞく

ぞく

【特
とく

　徴
ちょう

】体は細
ほそ

長
なが

いものから円
えん

形
けい

まであり、精
せい

子
し

の放
ほう

出
しゅつ

とともに鎌
かま

のような形になる。やや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

部
ぶ

分
ぶん

は２つに分かれ、ときに雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

の体が見られる。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 30 cm、幅

はば

15 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

東
とう

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】波
なみ

当たりの強い岩
いわ

場
ば

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

中
ちゅう

部
ぶ

から下
か

部
ぶ

。春から
秋にかけて見られる。

Pyropia kurogiiチシマクロノリ

5 
cm

5 
cm

【特
とく

　徴
ちょう

】体は円
えん

形
けい

から腎
じん

臓
ぞう

形
けい

で、やや黒みのある茶
ちゃ

色
いろ

。ふちはまくれ
ることが多く、鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

で、ときに雌
し

雄
ゆう

部
ぶ

分
ぶん

が２つに分
かれた雌

し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

の体が見られることがある。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ、幅

はば

ともに 15 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

東
とう

部
ぶ

や南
なん

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】外
そと

海
うみ

に面
めん

した海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

の岩
いわ

やコンクリート護
ご

岸
がん

など。夏から秋にかけて見られる。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は卵
らん

形
けい

から長
ちょう

卵
らん

形
けい

で、やや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ 15 cm、幅

はば

8 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

、青
あお

森
もり

県
けん

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

下
か

部
ぶ

で、必
かなら

ず紅
こう

藻
そう

クロハギンナンソウやアカ
バギンナンソウに付く。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 2 個
こ

ある。

体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 2 個
こ

ある。時
とき

に 2 層
そう

細
さい

胞
ぼう

となり、
その部

ぶ

分
ぶん

では葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 細
さい

胞
ぼう

に 1 個
こ

ある。

マクレアマノリ属 

オオノノリ属 

Boreophyllum

Uedaea

Boreophyllum pseudocrassum

Uedaea onoi

マクレアマノリ

オオノノリ

5 
cm

コンクリート護
ご

岸
がん

に生える。北
ほっ

海
かい

道
どう

。
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5 
cm

ぞく

5 
cm

5 
cm

5 
cm

【特
とく

　徴
ちょう

】体は長
ちょう

卵
らん

形
けい

、長
ちょう

だ円
えん

形
けい

、もしくは細
ほそ

長
なが

く先
さき

がとがり、赤みが強く、
だいだい色や紅

べに

色
いろ

。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられて
いない。

【大きさ】長さ 40 cm、幅
はば

7 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

東
とう

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

下
か

帯
たい

。夏に見られる。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は卵
らん

形
けい

から幅
はば

の広いだ円
えん

形
けい

。赤みが強く、だいだい色や紅
べに

色
いろ

。
ふちに鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

ははっ
きりしない。生

せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】 長さ 80 cm、幅

はば

40 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

東
とう

部
ぶ

や南
なん

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

下
か

帯
たい

。夏に見られる。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は長
ちょう

卵
らん

形
けい

からやや細
ほそ

長
なが

く、精
せい

子
し

の放
ほう

出
しゅつ

とともに鎌
かま

のような形になる。やや
赤みの強い茶

ちゃ

色
いろ

で、精
せい

子
し

が放
ほう

出
しゅつ

されて鎌
かま

形
がた

になると全
ぜん

身
しん

が濃
こ

い赤となる。ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

部
ぶ

分
ぶん

は２つに分か
れる。原

げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】 長さ 36 cm、幅

はば

 18cm くらいま
で。

【分
ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

最
さい

下
か

部
ぶ

から潮
ちょう

下
か

帯
たい

で、他の海
かい

藻
そう

や海
かい

産
さん

種
しゅ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

のスガモなどに付く。
春から夏に見られる。

体は 2 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

が 1 個
こ

ある。

ベニタサ属 Wildemania

Wildemania occidentalis

Wildemania amplissima

Wildemania variegata

キイロタサ

ベニタサ

フイリタサ

成
せい

熟
じゅく

が進
すす

み、精
せい

子
し

が放
ほう

出
しゅつ

され

た葉
よう

状
じょう

体
たい

24



ぞく

【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 個
こ

で、細
ほそ

長
なが

いものからや
や幅

はば

広
ひろ

のものまであり、先
せん

端
たん

に向
む

けて細
ほそ

くなる。体に多
た

数
すう

の穴
あな

があき、赤
あか

紫
むらさき

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】長さ 70 cm、幅

はば

40 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

の岩
がん

上
じょう

。
【その他】近

きん

年
ねん

は見つかっていない。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 個
こ

で、
細
ほそ

長
なが

い形のものが多く、不
ふ

規
き

則
そく

に裂
さ

けて途
と

中
ちゅう

から葉
よう

片
へん

を出すものもある。やや赤みまたは黒みのある茶
ちゃ

色
いろ

、ふ
ちに鋸

きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。原
げん

胞
ほう

子
し

はなし。
【大きさ】長さ 35 cm、幅

はば

10 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

南
なん

部
ぶ

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】波
なみ

当たりの強い海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

で、
岩
いわ

やコンクリート護
ご

岸
がん

に付く。夏から秋に見られる。
【その他】研

けん

究
きゅう

途
と

中
ちゅう

の DNA 解
かい

析
せき

からはウップルイノリ属
ぞく

に入るものと推
すい

測
そく

される。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 個
こ

で、細
ほそ

長
なが

い形から長
ちょう

卵
らん

形
けい

、卵
らん

形
けい

。やや赤みのある茶
ちゃ

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

あり。雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

で雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

は入
い

り交
ま

じる。精
せい

子
し

嚢
のう

斑
はん

は縦
たて

長
なが

に入るものが多い。原
げん

胞
ほう

子
し

あり。
【大きさ】長さ 15 cm、幅

はば

5 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

西
せい

岸
がん

、本
ほん

州
しゅう

日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

上
じょう

部
ぶ

の岩
いわ

場
ば

。
【その他】研

けん

究
きゅう

途
と

中
ちゅう

の DNA 解
かい

析
せき

からはマルバアマノリに近いと推
すい

測
そく

される。

※日本産
さん

のポルフィラ属
ぞく

のノリは、DNA が調
しら

べられていないため、正
せい

式
しき

な属
ぞく

がまだ
不
ふ

明
めい

で、ポルフィラ属
ぞく

に含
ふく

められたままとなっているものです。

ポルフィラ属 Porphyra

Porphyra ochotensis

Porphyra irregularis

Porphyra okamurae

アナアマノリ

エリモアマノリ

クロノリ

5 
cm

5 
cm

5 
cm

コンクリート護
ご

岸
がん

に生える。

北
ほっ

海
かい

道
どう

。

北海道大学大学院理学研究院所蔵
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【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 個
こ

で、細
ほそ

長
なが

い形。淡
あわ

い
赤
あか

紫
むらさき

色
いろ

や淡
あわ

い藤
ふじ

紫
むらさき

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。原
げん

胞
ほう

子
し

がある。
【大きさ】長さ 10 cm、幅

はば

1.5 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

を中
ちゅう

心
しん

とした本
ほん

州
しゅう

太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

。基
き

準
じゅん

産
さん

地
ち

は東
とう

京
きょう

湾
わん

の
神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

横
よこ

浜
はま

市
し

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】主
おも

に外
がい

洋
よう

に面
めん

する海
かい

岸
がん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

。
【その他】近

きん

年
ねん

は見つかっておらず、環
かん

境
きょう

省
しょう

により絶
ぜつ

滅
めつ

種
しゅ

とされている。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

もしくは 2 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

部
ぶ

分
ぶん

に
は 1 細

さい

胞
ぼう

に 2 個
こ

、2 層
そう

細
さい

胞
ぼう

部
ぶ

分
ぶん

には 1 個
こ

ある。体は卵
らん

形
けい

から長
ちょう

卵
らん

形
けい

ま
たは細

ほそ

長
なが

い形。紫
むらさき

がかった赤色で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

。生
せい

活
かつ

史
し

は調
しら

べられていない。
【大きさ】長さ 18 cm、幅

はば

7 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】北
ほっ

海
かい

道
どう

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】潮
ちょう

間
かん

帯
たい

の岩
いわ

に付き、夏に見られる。
【その他】新

しん

種
しゅ

発
はっ

表
ぴょう

された後、一
いち

度
ど

も見つかっていない。

【特
とく

　徴
ちょう

】体は 1 層
そう

細
さい

胞
ぼう

で、1 細
さい

胞
ぼう

に葉
よう

緑
りょく

体
たい

は 1
個
こ

で、笹
ささ

の葉
は

状
じょう

のものが多い。やや黒みのある
赤
あか

紫
むらさき

色
いろ

で、ふちに鋸
きょ

歯
し

はなし。雌
し

雄
ゆう

異
い

株
しゅ

で、と
きに上

じょう

下
げ

に雌
し

雄
ゆう

の細
さい

胞
ぼう

が分かれてできる雌
し

雄
ゆう

同
どう

株
しゅ

個
こ

体
たい

がある。原
げん

胞
ほう

子
し

があるとされる。
【大きさ】長さ 24 cm、幅

はば

9 cm くらいまで。
【分

ぶん

　布
ぷ

】東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

三
さん

陸
りく

沿
えん

岸
がん

。
【生

せ い い く ち

育地の特
とくちょう

徴】湾
わん

口
こう

付
ふ

近
きん

の潮
ちょう

間
かん

帯
たい

。
【その他】近

きん

年
ねん

は見つかっていない。

Porphyra angusta

Porphyra punctata

Porphyra akasakae

コスジノリ

スナゴアマノリ

ムロネアマノリ

正基準標本：北海道大学大学院

理学研究院所蔵

正基準標本：東京海洋大学所蔵
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